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要 旨 

 

 

核燃料サイクル開発機構東海事業所の「地層処分基盤研究施設」では、年間数千人の来訪者を

受け入れている。その対応にあたっては、来訪者各層の理解促進、そして、研究者と来訪者と

の円滑なコミュニケーションの促進を図るために、試験研究を行っている現場を紹介するだけ

でなく、研究内容をわかりやすい形に加工した様々なツールを活用している。 

本報では、それらツールのうちの一つとして活用している、地層処分場の概念、空間スケール

等に関する情報をわかり易く伝えるための展示模型について、その製作の拠り所となった技術

情報、外観写真等を取りまとめたので報告する。 
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Displays for promotion of public understanding of 
geological repository concept and the spatial scale 

(Set of Data) 
 
 

Nobuhiro SHOBU1, Hiroshi KASHIWAZAKI1, Takanori WATAHIKI２ 
 
 
 

Abstract 
 
 

Japan Nuclear Cycle Development Institutes (JNC) has a few thousands of short term 
visitors to Geological Isolation Basic Research Facility of Tokai works in every year. 
From the viewpoint of promotion of the visitor’s understanding and also smooth 
communication between researchers and visitors, the explanation of the technical information 
on geological disposal should be carried out in more easily understandable methods, as well as 
conventional tour to the engineering-scale test facility (ENTRY). 

This paper reports on the background information and the appearance of displays, which 
were installed at ENTRY, to promote public understanding of geological repository concept 
and the spatial scale. They have been practically used as one of the explanation tools to 
support visitor’s understanding. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 Planning and Co-ordination Group, Waste isolation research division, Waste management 
and fuel cycle research center, Tokai works 
2 Nuclear Energy System Inc. 
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１．はじめに 

核燃料サイクル開発機構東海事業所の「地層処分基盤研究施設」では、年間数

千人の来訪者を受け入れている。その対応にあたっては、来訪者各層の理解促

進、そして、研究者と来訪者との円滑なコミュニケーションの促進を図るため

に、試験研究を行っている現場を紹介するだけでなく、研究内容をわかりやす

い形に加工した様々なツールを活用している。 

本報では、それらツールのうちの一つとして活用している、地層処分場の概

念、空間スケール等に関する情報をわかり易く伝えるための展示模型について、

その製作の拠り所となった技術情報、外観写真等を取りまとめたので報告す

る。 

 

２．展示模型 

２．１ 展示模型の概要 

展示模型は以下のとおりである。 

（１）処分場 200 分の 1スケール模型 

地下の処分坑道の場所（地下 1,000ｍの場合）の深さの実感、処分場の構

成イメージの理解を目的としたもの。 

（２）処分坑道断面の実寸模型 

「処分坑道（処分孔竪置き方式の場合）」の形状や寸法の実感を目的とした

もの。 

（３）ガラス固化体埋設間隔の実寸シート 

「人工バリア」水平方向の形状（２次元）や寸法、「ガラス固化体」の“埋

設間隔”の実感を目的としたもの。 

（４）多重バリア実寸カット模型 

「人工バリア」の形状（３次元）や寸法の実感を目的としたもの。 

 

なお、（２）～（４）の形状及び寸法については、「わが国における高レ

ベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性 -地層処分研究開発第２次取り

まとめ- 総論レポート JNC TN1400 99-020」（以下、「第２次取りまとめ」

という）で公表された仕様例に基づいている。 
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２．２ 地層処分技術に係る情報とその具象化 

２．２．１ 処分場 200 分の 1 スケール模型 

（１）技術情報 

高レベル放射性廃棄物の処分場は、人工バリアと処分施設から構成される。 

人工バリアの構成要素としては、ガラス固化体，ガラス固化体を格納する堅固な

容器（以下、「オーバーパック」という）、オーバーパックと岩盤の間に充填され

る緩衝材がある。 

処分施設は、地上施設と地下施設から構成される。地上施設は、ガラス固化体を

受け入れて検査し、オーバーパックに封入した後、それを地下深部に搬送するため

に必要な施設や、建設・操業・閉鎖に関連して地上部に必要となる施設などから構

成される。地下施設は、地上と地下の施設を結ぶアクセス坑道、廃棄体を定置する

ための処分坑道、処分坑道を取り囲む主要坑道と、主要坑道間を結ぶ連絡坑道など

から構成される。また、廃棄体の搬送にかかわる施設、坑道建設にかかわる施設、

およびそれらの作業の安全性を維持するための施設なども、地下に建設される。 

 

 

地上施設 

数
百

m
以

深
 

（２）技術情報の具象化 

地表から数十mという日常の地下利用空間である地下鉄の深さや地上の高層ビル

等の高さを指標とすることで、地下約 1,000m スケールの深さの実感を可能とする

とともに、設置スペースの制約を勘案して、人工バリア（ガラス固化体、オーバー

パック、緩衝材）の構成のイメージを表現できる縮尺範囲、処分施設の構成として

は、地上施設、地下施設の一部としてアクセス坑道及び処分坑道が少なくとも表現

できる容積範囲とした。 
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 ＊建設前あるいは閉鎖後の状態を再現

できるよう、地上施設の模型を内部に

収納（電動式）することも可能。 

前

(地下 37.9m)を想定 

霞ヶ関ビル 36 階(147m)を想定 

人工バリア 

＊処分

この位
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するが

地上施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分場 2 

 

 

 

 

 

２．２．２ 処分坑道断面の実

 

坑道を引き出し式（電動）で見ることができる。 

置で地下約 1,000m となる。 

アクセス坑道（立坑を想定） 
、処分坑道は、処分孔

、処分坑道横置き方

00 分の 1 スケール

寸模型及びガラス
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地下鉄 千代田線国会議事堂
竪置き方式のケースを通常利用

式のケースへの交換も可能。 

模型の設置イメージ 

固化体埋設間隔の実寸シート 
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（１）技術情報 

第２次取りまとめで例示された処分坑道の仕様と廃棄体ピッチのうち、処分孔竪

置き方式(硬岩系岩盤/軟岩系岩盤)のケースは以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）技術情報の具象化 

①処分坑道断面の実寸模型 

処分坑道の寸法及び形状の実感を可能とするため、壁面に実寸・実形状の処

分坑道の鉛直方向断面をアーチ状に表現した。 

②ガラス固化体埋設間隔の実寸シート 

坑道内に定置される廃棄体の間隔の距離、人工バリアの寸法及び形状の実感

を可能とするため、実寸・実形状の廃棄体の水平方向断面のイラストをシート

に貼り付けて表現した。 

さらに、①及び②については、硬岩系と軟岩系で形状及び寸法が異なるといっ

た技術情報を一見して認知できるよう、硬岩系と軟岩系双方のシートを対比する

構造とした。 

２．２．３ 多重バリア実寸カット模型 
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（１）技術情報 

第２次取りまとめで例示された人工バリアの仕様のうち、処分孔竪置き方式(硬岩

系岩盤/軟岩系岩盤)のケースは以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）技術情報の具象化 
 

設置スペースの制約の都合上、点線部分で囲まれる領域を表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３ スライド・写真 
 

各展示模型の外観及びその解説を次頁以降に示す。また、各展示模型の部分的な

写真も添付した。 
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３．おわりに 

本展示模型は、処分場の概念及び空間スケール並びに工学技術等の成果情報を

伝達する際の支援ツールとしての役割を担っており、これまで雑誌、新聞、テレ

ビ、インターネット等の媒体でも引用されている。 

サイクル機構東海事業所 処分研究部では、今後とも理解促進活動の一環として、

研究成果普及のための様々な支援ツールやアプローチについて適宜公表してい

く。 
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